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役  職：学長、科学技術イノベーション政策研究センター長 

専門分野：地域研究、国際関係論、政治学 

学  位： Ph.D.（コーネル大学） 

略  歴：1972 年東京大学教養学部教養学科卒、1974 年同大学院国際関係論修士課程修了、1975

年同東洋文化研究所助手、1986 年コーネル大学博士取得、1979 年東京大学教養学部教

養学科国際関係論助教授、1987 年コーネル大学アジア研究学科・歴史学科助教授、1989

年同東南アジア・プログラム副所長、1990 年同アジア研究学科・歴史学科准教授、1996

年同教授、1996 年京都大学東南アジア研究センター教授、2000 年本学客員教授、2005

年本学副学長、教授、2007 年アジア経済研究所所長、2009 年本学客員教授、内閣府総

合科学技術会議議員、2011 年本学教授、本学学長。2007 年紫綬褒章受章。 

 

１. 業 績（Ａ） 

（１） 図 書（単 著） 

＊ 『海洋アジア vs.大陸アジア―日本の国家戦略を考える―』全 288 ページ（ミネルヴァ書

房、2016） 

（２） 雑誌論文（単 著） 

＊ 「第 11 章 中国・アジア太平洋」、船橋洋一編著『検証 日本の「失われた 20 年」日本

はなぜ停滞から抜け出せなかったのか』（東洋経済新報社、2015）、269–294 ページ 

（３） その他 

＊ 「21 世紀のアジア」、『21 世紀ひょうご』Vol. 19, 2015、第 16 回アジア太平洋フォーラ

ム・淡路会議国際シンポジウム記念講演、淡路市、2015 年 7 月 31 日 

＊ 「講演 東南アジアをどう考えるか」、『ぐんま経済』2016 年 4 月号、2–13 ページ、一般

財団法人群馬経済研究所 

＊ “Looking Back, Looking Ahead: Asia in the 21st Century”. ICAS (International Convention of 

Asia Scholars) 9, Keynote Speech, July 8, 2015, Adelaide, Australia. 

＊ “Japan’s Security and Foreign Policy under Abe”. Lecture, July 7, 2015, National Security 

College, ANU, Canberra, Australia. 

＊ “Politics of Science and Technology in Indonesia: Lessons learned from Japan,” Keynote Speech, 

Indonesia Science Congress, LIPI (Lembaga Ilmu Pengetahuan Indonesia), Oct. 8, 2015, Jakarta, 

Indonesia. 

 

２. 業 績（Ｂ） 

（１） 書評・解説等 

＊ 「地球を読む：科学技術戦略、基幹領域、国が開発指導」、読売新聞、2015 年 4 月 12 日 

＊ “Insights into the World: Govt Should Heighten Role in Science Push,” The Japan News, April 

13, 2015. 

＊ 「地球を読む：ASEAN 諸国、経済・安保政策、違い生じる」、読売新聞、2015 年 9 月 7 日 

＊ “Insights into the world: ASEAN integration widening policy gaps,” The Japan News, September 



8, 2015. by the Yomiuri Shimbun 

＊ 「ベネディクト・アンダーソンを悼む」、朝日新聞（夕刊）、2015 年 12 月 22 日 

＊ 「地球を読む：「イスラム国」聖戦主義者、各地に「ハブ」」、読売新聞、2016 年 1 月 24 日 

＊ “Insights into the world: World needs global cyber surveillance of ISIL,” The Japan News, Jan. 

25, 2016. 

 

３. 助成金等による研究 

＊ 科学研究費補助金（新学術領域研究）「新興国の台頭による世界/地域秩序変容の国家形

成・建設の比較研究」研究代表者（2013–2017 年度） 

＊ 科学研究費補助金（新学術領域研究（国際活動支援班））「新興国の政治と経済発展の相

互パターンの解明」研究分担者（2013–2017 年度） 

 

４. 教 育 

（１） 講 義 

＊ International Relations in East Asia (Fall 2015) 

（２） 演 習 

＊ Tutorial for G-cube: Regional Orders, Foreign and Security Issues (Spring 2015) 

（３） 論文指導 

＊ 政策プロフェッショナルプログラム：博士課程 1 名（副指導、学位取得） 

＊ 安全保障・国際問題プログラム：博士課程 8 名（主指導 2 名：うち 1 名学位取得、副指

導 6 名：うち 2 名学位取得） 

（４） 研修事業 

＊ ベトナム国防省研修 

＊ インドネシア大統領補佐官研修 

＊ ベトナム共産党副大臣研修 

（５） その他 

＊ “International Relations in Asia,” co-taught with Dr. Takagi, Fall 2015 

＊ GRIPS フォーラム 

 

５. 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ リーディング大学院運営委員会 

＊ 役員会 

＊ 経営協議会 

＊ 研究教育評議会 

＊ 教員人事委員会 

＊ 企画懇談会 

＊ プログラム改革推進本部 

＊ 第 3 期中期目標・計画検討 WG 

＊ 政策研究院参議会 

（２） その他 



＊ GRIPS SciREX センター発足 1 周年記念シンポジウム（10/14） 

＊ 外交アカデミー（1/5） 

 

６. 社会的貢献（Ａ） 

（１） 国および地方公共団体における審議会等の活動 

＊ 文部科学省、科学技術・学術審議会委員、平成 27 日 2 月 15 日－平成 29 年 2 月 14 日 

＊ 国土交通省、観光立国推進有識者会議委員、平成 27 年 4 月 28 日－平成 28 年 3 月 31 日 

＊ 外務省、科学技術外交推進会議委員、平成 27 年 12 月 16 日－平成 28 年 12 月 15 日 

＊ 独立行政法人国際協力機構、「JICA の中長期的なあり方に関する有識者懇談会」委員、

2016 年 2 月 18 日－2017 年 3 月 31 日 

＊ 防衛装備庁、「防衛装備・技術政策に関する有識者会議」委員、平成 28 年 2 月 22 日－ 

＊ 衆議院安全保障委員会参考人、2015 年 4 月 22 日 

＊ 参議院我が国及び国際社会の平和安全法制に関する特別委員会公述人、平成 27 年 9 月

14 日 

＊ 日本学術振興会、大学の世界展開力強化事業プログラム委員会委員、平成 27 年 5 月 1

日－平成 28 年 3 月 31 日 

＊ 日本学術振興会、経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援プログラム委員会

委員、平成 27 年 5 月 1 日－平成 28 年 3 月 31 日 

＊ 日本貿易振興機構、アジア経済研究所 所長 

（２） 他大学・研究所等における活動 

＊ 広島大学、経営委員会委員、平成 27 年 4 月１日－ 

（３） 財団法人等における活動 

＊ 日立財団評議員、平成 27 年 6 月 9 日－ 

 

７. 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムを通じた発言 

① 活字メディア 

＊ 「インタヴュー、中国市場進出、鍵は人材」、長崎新聞、2015 年 6 月 17 日 

＊ 「特集、安保関連法成立、私はこう見る、急変の東アジアに対応を」、毎日新聞、2015 年

9 月 20 日 

＊ 「識者に聞く、平和安全法制成立」、公明新聞、2015 年 9 月 22 日 

＊ 「インタヴュー、TPP の底流」、朝日新聞、2015 年 10 月 7 日  

＊ 「アジアの時代・日本の政策専門大学の立場からの提言」、『財界』、2016 年１月 26 日 


